







































ンゴル人子女教育に貢献した 2 人の日本人女性」（『旅の文化研究所研究報告』12 巻、2003 年）がある。
主に河原を扱ったものとして吉村道男「日露戦争の日本の対蒙古政策の一面―「咯喇沁王府見聞録」につ
いて―」（『政治経済史学』300 号、日本政治経済史学研究所、1991 年）、James Boyd, ‘A Forgotten 'Hero': 
Kawahara Misako and Japan's Informal Imperialism in Mongolia during the Meiji Period’, 






























○第二 殖民調査委員（Select Committee on Colonisation.）ノ意見 














                                                   


















押川方義らキリスト教者を中核とした大日本海外教育会の成立（1894 年 2 月）がそれに当たる。
「本会は海外に教育を施く事を目的と」し、「本会は最初朝鮮国の教育に従事す」とあるように、




                                                   







民地朝鮮における日本仏教と宗教政策―浄土真宗を中心に―」『國學院大学日本文化研究所紀要 第 89 輯』
2002 年） 











































































































































































































                                                   
14 全文が国立国会図書館の近代デジタルライブラリーにて公開されている。 































                                                                                                                                                     
依リ本邦技師農業鉱山調査一件（1.7.7）（外務省外交史料館）。引用は吉村論文からである。 
16 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B04010740000、対支借款関係雑件／蒙古ノ部（1.7.1）（外務
省外交史料館）。なお、対支借款関係雑件／蒙古ノ部の借款関連の資料は、全部で 17 点所蔵されている。 
17 永井荷風『あめりか物語』にも書かれているように、この横浜正金銀行ニューヨーク支店は父・久一郎





































                                                   
21 『大英帝国の女教師』pp.172-174 
22 Girton College、Newnham College 以外のものも同定しておきたい。「ヱミリー・デビス嬢」は Girton 
College の創設者 Emily Davies（1830―1921）であり、彼女は 1869 年に Hitchin「ビツチン」にて Girton 
College を始めた。「教授シジウイツリ氏」こと Henry Sidgwick (1838―1900)はこの時 Trinity College の
若き哲学者で学監でもあり、Cambridge にて始まったばかりの女性のための講義を先導した。「クラウ嬢」
Anne Clough（1820―1892）は湖水地方で学校を経営していたが、Sidgwick によって登用され、女性の
ための寄宿舎を開いた。これが後の Newnham College へと至るのは引用文の通りである。詳細は Judy G. 
Batson, Her Oxford (Nashville : Vanderbilt University Press, 2008) pp.9-14 に詳しい。 
 59 
 
Cheltenham Ladies' College（CLC）校長の Dorothea Beale（1831～1906）のことであり23、
下田は滞英に際してビールに恩恵を受けた。また、安井てつは下田のような視察とは異なり、正
式にケンブリッジに留学したのだが、その留学時に Elizabeth Phillips Hughes と親しくなり、























                                                   






















































































挙げられる菊池幽芳の『己が罪』（『大阪毎日新聞』前編 1899 年 8 月 17 日～10 月 21 日、後編







                                                   
























































                                                   


































同じく女教師が新設の満洲へと渡る小栗風葉の『青春』（「春之巻」1905 年 3 月 5 日～7 月 15
日、「夏之巻」同年 7 月 15 日～12 月 29 日、「秋之巻」1906 年 1 月 10 日～11 月 12 日）の連載
は、まさに河原や鳥居が女教師として海外に渡航していた時期であり、鳥居に至っては、『青春』
も終盤に差し掛かっていた 1906 年 3 月 8 日から 8 月 29 日にかけて同じ『読売新聞』に『蒙古
行』なる旅行記を寄稿していた。ゆえに風葉は鳥居が単身内蒙古への旅を敢行したことは知って
いたはずである。 
                                                   
































                                                   
31 戸松泉「小栗風葉「青春」の繁」（『国文学 解釈と鑑賞』1980 年 3 月臨時増刊）、岡保生「繁、そして
小夜子、美禰子ら」（『文学』1986 年 8 月）、真銅正宏「小栗風葉『青春』／議論の活用―明治大正流行小
説の研究（六）―」（『人文学』第 161 号、1997 年）などは「教師」として自立する繁を肯定的に捉える立
場にあり、武藤史子氏は若い男と関係を持ったために失職する二宮や、田舎で教師をしながら家庭を養わ
ざるを得ない友人の姿こそ、ありうべき繁の未来像とはいえないだろうか。」（「小栗風葉『青春』試論―肉
欲の行方を中心に」『国文論叢』2004 年 3 月）と部分的には否定的な解釈をしている。 
32 『青春』「秋之巻」第 14 回、引用は小栗風葉『青春（下）』（岩波文庫、1953 年）p.168 





























                                                   
34 例えば河原操子の場合、彼女をモデルにして作品が作られるということはこれまでも何度かあった。女
性作家・長谷川時雨は『春帯記』（1937 年）の中で「操子ときみ子」という作品にしており（収録されて
いる 12 作品中一番長い）、歴史評論家の田中正明は河原を中心人物として『アジアの曙 憂国の挺身』（日
本工業新聞社、1981 年）を著している。また、近年佐和みずえ『草原の風の詩』（西村書店、2010 年）が
出たが、帯に書かれている通り、この作品も河原をモデルとして書かれたものである。しかし、保田與重
郎が『新日本』1939 年 2 月号・3 月号に掲載し、後『改版 日本の橋』に収録された「河原操子」は、「そ
の愛情が、そのまヽにヒユマニズムとして、又国家の理想と合致してゐたのである。」（引用は『保田與重






な例外的な作品の一つが大月隆『臥龍梅』（文学同志会、1906 年、後 1910 年に『旅の佳人』と改題、再版）
である。その分析については別稿を用意する。 
